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● ごあいさつ
　新たな年を迎え、皆様にとって本年にご多幸がありますようお祈りいたして
おります。
　旧年中は、大変お世話になりました。おかげさまで、１期３年目の私は、み
なさんの支えもあり、市議会議員として元気に活動することができています。
さて、みなさんは、「ユーキャン新語・流行語大賞」は、ご存知ですか？
　この賞は、1 年の間に発生した様々な「ことば」のなかで、軽妙に世相を衝
いた表現とニュアンスをもって、広く大衆の目・口・耳をにぎわせた新語・流
行語を選び、顕彰。２０１７年の年間大賞に、「インスタ映え」と「忖度」が
選ばれました。
　特に「忖度」は森友学園問題や加計学園問題などの報道を通じてよく耳にす
るようになりましたので、すっかりと悪い言葉のイメージがついてしまいました。
　しかし、忖度という言葉は「他人の気持ちをおしはかること」という意味で
あり、日本文化を表す素敵な言葉です。
　そして、忖度という言葉が、本来の意味で使われ、足利市で流行語となれば、
「もっともっと人にやさしい住みやすいまちになる」そのように思っています。
　今年も、市議会議員大谷弥生は、みなさんにとって身近で親しみやすい存在
でありながら、そして、みなさんと一緒に足利市をもっともっとよくしていき
たいと思っています。これからもご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いします。

おお たに   やよい

そん たく

● 平成29年 第4回市議会定例会　12月議会　11月29日(水)～12月25日(月)
　12 月 13 日 ( 水 )10 時より、１０回目となる一般質問
を行いました。
今回は、
１、地域包括ケアシステムの深化・推進について 
⑴ 「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現
⑵ 介護保険制度
２、国民健康保険における保険者機能の強化について
⑴ 保険者努力支援制度の前倒し
⑵ 平成30年度からの保険者努力支援制度
３、市民との協働事業について
⑴ 協働に対する職員の意識改革
４、自然災害における危機管理体制について
⑴ 集中豪雨対策
今回は、「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現について、
具体的にご説明します。
地域共生社会とは？
制度・分野ごとの縦割りや支え手、受け手という関係を超
えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参
画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」
つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地
域をともに創っていく社会を目指すもの。

厚生労働省では、「地域共生社会」の実現に向け、
１、地域課題の解決力の強化
２、地域丸ごとのつながりの強化
３、地域を基盤とする包括的支援の強化
４、専門人材の機能強化・最大活用
と、４つの柱を掲げています。
このことからわかるように、政府が今後目指しているものは、
地域の力・助け合い・支え合いです。私は、今後も、昔なが
らの地域での支え合いを強化していく必要があると思ってい
ます。その理由として、少子高齢化による人口アンバランス
や自然災害多発等の喫緊の課題があるからです。

詳細は、足利市議会ホームページ「会議録検索と閲覧」よりご覧になれます。

傍聴にきませんか？ 次回、平成30年第1回市議会定例会(予算議会)は、2月27日（火）～3月27日(火)
一般質問は、3月9日(金 )、12日（月）、13日(火 )10時～　また、3月議会は、予算審査もあります。

足利市役所3階 議場にて傍聴できます。
上記は、あくまでも予定です。詳細は、足利市議会ホームページ等でご確認ください。お待ちしています。

北郷地区における協議体の
話し合いの様子
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「幸運の金トイレ」ご存知ですか ?
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大谷やよい事務所 〒326-0006 足利市利保町2-8-18  TEL.0284-42-1413
（留守が多くご迷惑をおかけいたします。伝言をご利用ください。こちらからご連絡致します。）

URL : http://otaniyayoi.com/      「大谷弥生」「足利市議会議員 大谷やよい」で活動内容掲載中ホームページ

● これから新しく生まれ変わる足利市の施設
1、斎場（新山町）
現斎場は、昭和５１年１１月供用開始。老朽化等に伴い、
火葬機能を維持しながら現斎場施設の敷地に段階的に建
替え予定です。
供用開始目標
は、平成３７
年度中です。

４、南部クリーンセンター（野田町）
昭和58年6月供用開始。平成26
年12月久野地区保全協議会に対し
て、新炉建設を打診。平成29年3
月に基本構想を策定し、現在は保全
協などとの合意に向け、話し合い中
です。

２、保健センター（大正町）
医師会の移転に伴い、
保健センターに機能
を移転します。新医
師会の移転先は、足
利短期大学付属高等
高校体育館南です。
平成３１年３月移転
予定です。

民営化しました !
(株)丸足足利海陸物産市場
足利市公設地方卸売市場は、平成
３０年１月５日より民営化され、
「株式会社丸足足利海陸物産市場」
となりました。

建設中です !  ( 仮称 )足利市人工芝サッカー場
（大前町：足利工業大学校内）
一般用１面（一般用内に少年用２面）、夜間照明も整備し
ます。平成３０年６月
供用開始です。

３、消防本部・中央消防署（大正町）
昭和 44 年に建設後、老朽化が進行し、旧耐
震基準の建物であり、栃木県内で唯一耐震基
準に満たない消防施
設である。現在地に
建て替え、平成32
年度完成予定です。

この地図は､説明用に作成したもので､参考資料です｡

12月1日に行われた
工事安全祈願祭の様子

　平成 30 年度より、栃木県が国保運営の中心的な役割
を担い、県と市町が一体となって国保事業を実施するこ
とになります。これまでは、足利市民で支え合っていた
国民健康保険ですが、これからは、栃木県民で支えてい
くことになります。
　持続可能な社会保障制度の確立を図るための大改革と
も言われていますが、何よりも大切なことは、被保険者
である足利市民の健康寿命の延伸であり、そのことを念
頭に置いた医療費適正化に努めることだと私は思います。
　そして、７５歳と
なった元気な高齢者
を後期高齢者医療制
度へ。そして、介護
保険制度へと繋げて
いく役割も担ってい
ると思っています。

トピックストピックス 国民健康保険制度が
４月から変わります！

市街化調整区域における
許可基準の緩和
小学校の敷地境界からおおむね 250ⅿの範囲において、
非自己住居の住宅分譲等も認められるようになります。
ただし、農地の転用を伴うものは、建売分譲に限ります。


